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2. デジタル出力で LEDを光らせる 

5章の最初に Lチカをやったとき、Arduinoのデジタル出力 13番を

ON/OFFしました。他のデジタル出力チャンネルでも LEDを光らせ

ることができます。 

LED（赤は壊してしまったので緑色）のアノードを DIO8、カソード

を GNDにつないで LabVIEWから DIO8を ONしました。わざと電

流制限抵抗を入れず直結してみましたが、LEDは壊れませんでした。

でもかなりの明るさで光ります（写真 2-1）。実際どれくらい電流が流

れているのか調べてみることにします。 

 

電流を測るには経路の途中に電流計を入れます。テスターを電流測定

モードにしてワニ口クリップ付きリードを使ってカソードと GNDの

間に入れました（写真 2-2）。測定値は 71mAで、LEDを触ると少し

暖かいです。この電流の値を決めているのは何でしょうか？ 

また 5V電源のときと違って LEDが壊れないのはなぜでしょうか？ 

試しにデジタル出力の電圧（＝LEDの両端電圧）を測ると 2.678Vでした（写真 2-3）。デジタル出力 ON 

  

写真 2-2 電流測定 写真 2-3 電圧測定 

写真 2-1 LED直結 
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の出力電圧は 5Vのはずですがだいぶ低いです。LEDを外

すと 4.99Vになったので、電流を流した結果電圧が低下し

たのは間違いなさそうです（写真 2-4）。 

4.99－2.678＝2.312Vが Arduinoの中で低下しています。 

71mA で 2.321V なら 2.312÷0.071＝32.56Ωの抵抗が経

路に入っているのと同じとみなす（等価）こともできます。 

実際はマイコンチップの中身なのでわかりません。抵抗で

はなく電流制限回路かもしれません。電流計にも少し抵抗

があります。いくつかの要因が重なっていると考えたほう

がいいでしょう（図 2-1）。 

 

一般的な直径 3～5mmの LEDは最大電流が 30mAくら

いです。通常は 20mAくらいで使うので 71mAはかなり

危ない状態です。短時間なら耐えられてもこのまま点灯

し続けるとそのうち壊れるでしょう。無理な使い方をす

ると故障率が上がるので、余裕を持たせた設計をするこ

とが大切です。また Arduinoのほうも心配です。 

 

LEDのデータシートから抜粋しました（図 2-2）。 

上側の表は「絶対最大定格」で LEDが耐えられる最大条

件が書かれています。今回は DC（直流）で点灯している

ので 30mAが上限です（パルス駆動するときは瞬間的に

100mAまで大丈夫のようです）。 

下側の表は「電気的特性」で通常の使用条件のときの特性を表します。ここから「周囲の気温が 25℃で

順方向電流(IF)が 20mA のとき、順方向電圧(VF)は 2.0V が標準だけど個体によって 1.8V～2.5V の間で

ばらつくことがある。」ことがわかります。従って Arduinoのデジタル出力でこの LEDを 20mAで使う

ための電流制限抵抗は、{ (4.99－2.0)÷0.02 }－32.56＝116.94≒120Ωと計算できます。あちこち誤差を

写真 2-4 開放電圧 

図 2-1 出力電流が制限される要因 
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含んではいますが「だいたいあ

ってる」程度で大丈夫です。 

似た形で違う型番の LED の電

気的特性（図 2-3，図 2-4）を見

ると、20mAで 3.1Vのものや、

30mA で 3.1V のものなどがあ

りました。使用する LED の特

性がわからないときはデータ

シートを探すか、6章のような

実験回路を作って測定してみ

るのが良いでしょう。 

 

いっぽう Arduino UNOに使われているマイコンチップ（ATmega328）の仕様を見ると、出力電流は 1

ピンあたり 40mA まで、全体で 200mA までと書いてありました。これを絶対最大定格と考えれば、通

常は 1ピンあたり 20mA、ボード全体で 100mAくらいまでで使うのが安心です。LED直結で 70mA以

上流しても壊れなかったのは運が良かっただけかもしれません。やめたほうがよさそうです。 

図 2-2 一般的な 5mmφLEDのデータシート（抜粋） 

図 2-3 LEDの電気的特性例 2 

図 2-4 LEDの電気的特性例 3 


